
 

 

社会福祉事業団によるデイサービス施設の空間構成と利用形態 

－萩市における社会福祉事業団を主体としたデイサービス施設の整備プロセス その 4－ 
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1. はじめに 

本報では萩市社会福祉事業団（以下：萩市事業団）のデ

イサービス施設 7 施設の平面図より空間構成の分類を行

い、各施設の活動プログラムと活動場面の分析を行い、

空間の利用特性を明らかにする。 

調査内容は平面図上に利用者及びスタッフの活動場面

の記録を行った。活動場面記録調査は、施設 I は平成 26

年 9 月 5 日、施設 F は 9 月 10 日、施設 A は 9 月 11 日、

施設 H は 9 月 12 日、施設 E は 9 月 29 日、施設 B は 9 月

30 日、施設 D は 10 月 2 日、3 日終日（午前 9 時から午後

5 時）5 分間隔で利用者及びスタッフの施設内での行動観

察を行い、行為の内容と場面を平面図に記録するととも

に、写真撮影を行った。 

 

2．施設の空間構成 

 施設の空間構成と使われ方の関係を整理した結果、図 1

に示す 3つのタイプに分類された。 

 「1 室完結型」は全てのプログラムを同一空間で行う型

で、入浴以外はほぼ全員が同じ行動をとり、午睡を望ま

ない人が退避できる空間は特に設けられていない。1 室完

結型の問題として、場の転換に伴う職員の負担が増すと

ともに、逃げの空間がないため、利用者の待ちが生じる

ことが指摘される。１）「午睡分離型」は機能訓練室・食堂

とは別に午睡室を設ける型で、食事から午睡への転換が

容易で、午睡のみでなく自由時間の静養が可能であると

指摘されている。「食事室機能訓練室分離型」は食事と機

能訓練を行う空間と、午睡と自由時間を過ごす空間を分

けた型で、場の転換に伴う職員の負担が軽減し、利用者

の逃げの場を確保できるため利用者の待ちも解消される

こと、準備行為を先行できるためプログラムの円滑な進

行が可能となること及び、静養等の空間利用の自由度が

増し利用者の円滑な居室移動が可能となるなどの面から

も有効と考えられる。 

 萩市事業団の 7 施設は、「1 室完結型」は、3 例、「午睡

分離型」は 3 例、「食事室機能訓練室分離型」は民家改修

型の 1 例に分けることが出来る。事業団が独自で建てた

施設では、1 室完結型が多い傾向がある。料亭改修型や民

家改修型では、複数の居室があるため、空間機能分化が 

 

行われている。 

萩市事業団のデイサー

ビス施設の 7 施設の平面

図を図 2 に示す。各施設

の空間構成をみていくと、
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り、1 階をデイサービス施
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ぐ広い機能訓練があり、
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図 1  空間構成の分類    る。元々特別浴室は設けら 

れていなかったが、改修

が行われ、以前施設 A で使われていた特別浴槽が施設 D

に運びこまれ、特別浴室の利用が可能になった。施設 E

は認知型対応施設であり、機能訓練・食事・午睡が同じ

部屋で行われる。機能訓練室に設置した 6 台のベッドや

一角に移動式の畳が敷かれ午睡時のみ布団がひかれ午睡

が行われる。浴室は一般用の大浴場と機械浴室が設けら

れている。施設 H は事業団の中で最も新しい施設である。

2 階から上の階には生活支援施設が設けられているため、

デイサービス施設用とそれぞれ広い玄関が設けられてい

る。機能訓練・食事・午睡が同じ部屋で行われ、機能訓

練室に設置された 2 台のベッドや一角に畳が敷かれ午睡

時に使用されている。デイサービス施設の機能分化の観

点から、比較的、要介護度が軽度の利用者や介護予防の

利用者を対象として作られた施設のため、特別浴室は設

けられていない。職員の介護補助を円滑に行うため、他

の施設に比べてトイレの個室が広くとってある。この 3

施設が「1室完結型」に分類される。 

施設 B は、大規模施設であり、機能訓練室に連続して

段差のある午睡室が設けられている。機能訓練室にもベ

ッドが 5 台設置されている。すべての機能が機能訓練室

に連続しており、廊下がない点が特徴である。また、浴

室は一般浴室と特別浴室が設けられており、特別浴室で

は搬送車で座ったまま入浴することができるため、介護 
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図 2  各施設の平面図 

 

度の高い利用者にも対応することができる。施設 I は、

回廊型で、2 階にデイサービス施設がある。機能訓練室と

は別に午睡専用のベッド 7 台が設置された静養室と和室

の静養室 2 室が設けられており、機能訓練室と合わせて 3

箇所に分かれて午睡が可能である。マシントレーニング

やレクリエーションの空間が食事空間と別に設けられて

おり、家具で機能分離が行われているのが特徴である。

また浴室は一般浴室と特別浴室が設けられている。施設 A

は料亭改修型の施設であり、機能訓練室の横に増設され

た部屋があり、当時は訪問介護ステーションとして使わ

れていたが、現在はマシントレーニング室として使われ

ている。他の施設と異なり、機能訓練室にベッドがなく

午睡や自由時間に休むための専用の静養室が機能訓練室

の隣に設けられている。料亭改修のため、トイレが狭く

特に車イス利用者への介助が行いにくい。この 3 施設が

機能訓練室と別に静養室が設けられているため、「午睡室

分離型」に分類される。 

 最後に施設 F は唯一民家改修型で、小規模型のデイサ

ービス施設である。もとあった民家の隣に増設が行われ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ており、母屋は昔ながらの木造民家を改修せずそのまま

活用し、増設された離れは広いキッチンと車椅子用トイ

レ、フローリングの食事空間になっている。母屋の和室

にはソファーが置かれ、午前中の自由時間は和室で過ご

し、昼食・機能訓練は離れの機能訓練室で行われる。午

睡は母屋の和室に設置されたベッド 3 台やソファー、離

れの機能訓練室に連続した静養室に設置されたベッド 1

台の 2 箇所で行われ、ほとんどの利用者が午睡を取る。

午前と午後で使用する空間を分けているため、「食事機能

訓練分離型」に分類される。 

 

3．施設空間の利用特性 

3.1 施設における生活展開  

空間構成により分類された 3 タイプの中から、典型事

例として「1 室型完結型」から施設 H、「午睡分離型」か

ら施設 I、「食事機能訓練室分離型」から施設 F を抽出し、

施設空間の利用特性について分析を行う。3 施設の 1 日の

生活プログラムを図 3 に示す。基本的な生活プログラム

は、送迎（迎え）、バイタルチェック、朝の会、自由時間、 
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図 3 一日の生活プログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4  午前の自由時間と入浴サービス 

 

入浴、昼食、午睡・自由時間、機能訓練、おやつ、送迎

(送り)から構成され、それぞれ開始時間等は異なるもの

の、1 日の流れは各施設でほぼ同じである。時間の開始時

刻は各施設とも 8:40 頃である。入浴に関して施設 I, F

では時間を要すため、バイタルチェックと朝の会を並行

して行い、入浴開始時間を早めている。また、施設 I は

11:00から、施設 Fは 11:50から体操が行われる。 

昼食準備は施設 H では 11:30 頃、施設 I では 11:50 頃と

開始時間は異なるが、昼食時間や口腔ケアの時間に大き

な差は確認ない。施設 F は、12:00 過ぎからと他 2 施設比

較すると遅い時間から準備が始まる。午睡は全施設で行

われ、時間は 60 分程度である。機能訓練は、施設 H では

13:50頃、施設 I では 14:00 頃、施設 Fは 15:20 頃から始

まる。その後、送迎が行われるが、施設 H・施設 I につい

ては 15:30 頃と 16:30 頃の 2 回分けて送迎が行われ、施

設 F では、16:30 の 1回のみである。施設 Hでは利用者は

1 日の大半を機能訓練室で過ごし、入浴・用便以外の移動

は少ない。施設 I では自由時間は、機能訓練室の席から

離れマシントレーニング近くに置かれた円卓に移動でき、

居場所を選択できる。午睡時は、静養室を使用する。施 
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図 5 昼食準備・午睡 

 

設 F は、午前中と午後で主に過ごす部屋が分かれており、

利用者は居場所を選択できる。 

3.2 午前の自由時間と入浴サービス 

自由時間・入浴時間の活動場面の事例を図 4 に示す。

施設 H では自由時間中、職員は 3,4 名が利用者の見守り

を行い、利用者が自由に過ごせるようにしている。入浴

では職員 2,3 名が担当し、ほとんどの利用者が大浴場を

使い、お湯の温度を好みに調整したい利用者、病気の利

用者のみ個浴を利用する。大浴場は広いため、3 人の利用

者が一度に利用できる。脱衣室も広いため、浴室を利用

する利用者の回転が速い。施設 I では、職員は入浴・個

別運動・見守り等担当が細かく分担されている。自由時

間では空間が広いため、席を離れ、職員とマシントレー

ニングする利用者や、円卓で職員と会話したり、歌を歌

ったりして過ごす利用者も確認でき、居場所の選択がで

きている。入浴ではほとんどの利用者が一般浴室を利用

し、要介護度の高い利用者は特別浴室を利用する。一般

浴室は大浴場がなく個浴が 2つしかないため、入浴する 
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機能訓練

図 6  機能訓練 

 

利用者は少ないが、入浴に要する時間は長い。施設 F で

は職員の役割分担はなく、状況に対応し臨機応変に利用

者に対応している。自由時間では、職員と将棋をする姿

も観察されたが、他の施設と異なりパズル等使った機能

訓練を行う行為は確認できなかった。入浴では浴室が 2

箇所あるため分かれて入浴し、職員は利用者 1 人につき 1

人が付き添って介助にあたる。1 人の入浴時間が長いため、

入浴に介助要する時間は長い。 

3.3  昼食準備と午睡 

昼食準備と午睡時の活動場面の事例を図 5 に示す。3 施

設とも昼食前の体操を行っており、利用者が体操をして

いる間に職員が昼食の準備を行う。施設 H では昼食は施

設 B の厨房で調理され配食されたものである。職員は、

キッチン横の机を使用し、汁物、ご飯の量については利

用者の希望を聞き配線をする。午睡は希望者のみ機能訓

練室に置かれたベッドと簡易式の畳に敷かれた布団で行

う。施設 H では午睡する利用者は少ないが、午睡できる

空間が少ないためなのか、自分の席でうたた寝する利用

者も観察できた。午睡を行わない利用者は、テーブルご

とにトランプなどのゲームを行う。施設 I では、1 階で作

られた昼食をワゴンに乗せリフトで 2 階に上げる。職員

は、リフト近くの机を使用し、汁物、ご飯の量について

は利用者の希望を聞き配膳する。午睡については、静養

室 2 室と機能訓練室の 3 箇所に分かれてほとんどの利用

者が午睡を取る。施設 F では、施設内のキッチンで当日

の利用者数や利用者の希望を聞いた上で食材を調達し調

理を行う。利用者が畳の部屋で体操を行っている間に、

机やいすを動かし食事のしつらえを整え配膳を行い配膳

が終わると利用者を呼びに行く。その後午睡は、2 箇所に

分かれて行い、ほとんどの利用者が午睡を行う。 

3.4 午後の機能訓練 

 施設 H では午睡を取る利用者が少ないため、機能訓練

室に移行する際、机や椅子の移動があり、利用者の席移

動が必要となり時間を要する。利用者の身機能層に合わ

せ担当の職員が機能訓練を考える。施設 I では余剰空間を

利用しており、利用者が午睡の間に円卓を移動し機能訓

練の空間を作るため、午睡から機能訓練への移行がスム

ーズに行われる。機能訓練の内容では、体操や体を使っ

た簡単なゲームを行う。施設 F では、機能訓練の前に自

由時間が設定されており、機能訓練に使用する食堂兼機

能訓練室は自由時間のために使用されている。そのため、

自由時間後に機能訓練のため部屋のしつらえを変更する

必要があるため、他施設よりも準備に時間を要している。

機能訓練の内容については、体操後にゲームを取り入れ

た機能訓練が行われる。 

 

4．まとめ 

 得られた知見は以下の通りである。 

1) 萩市事業団が運営する 7 施設の空間構成は「1 室完結

型」「午睡室分離型」「食事機能訓練室分離型」の 3 タイ

プに分類できた。「1 室完結型」は全てのプログラムを同

じ部屋で行うタイプで、比較的新しい施設に多く 3 施設

該当した。「午睡分離型」は、機能訓練室とは別に午睡専

用の部屋が設けられているタイプで 3 施設が該当した。

食事機能訓練室分離型」は、小規模な民家改修型施設 1

施設のみが該当する特殊な事例であった。 

2) 1 日のプログラムに関して、3 施設では大きな差は確

認できないが、生活展開は 3 施設で大きく異なる。 1 室

ですべてのプログラムを行う施設 H では、利用者の行動

を見守りやすい。空間が分割された午睡分離型の施設 I

では午睡から機能訓練、食事訓練室分離型の施設 F では、

自由時間からの食事への移行、食事から午睡への移行が

円滑に行われていることより場面転換時に複数の部屋を

有することが円滑なプログラムの進行につながっている

ことが明らかとなった。また、空間が機能分離されてい

るため、利用者は過ごす空間を選択することができる。 
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